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有機物と無機系量子ドットの複合化技術 

1nm程度の多孔質シリカ細孔内で、量子ドット(TiO2)が有機分子(DHN)と同程度のサイズで

あることを利用して両者の電荷移動を促進させ、可視光吸収を増大させました。 

本技術の内容・特徴 

太陽光の有効利用のため、可視光を吸収する光機能性材料の開発が期待されています。 
多孔質シリカ[1] 内で作製した酸化チタン(TiO2)量子ドットを 2,3-ジヒドロキシナフタレン(DHN)のベ

ンゼン溶液に浸漬させ、複合体を形成しました[2]。TiO2量子ドットとDHNは、それぞれ単独では紫外

光のみを吸収しますが、複合化によって 3.1eV以下の可視光の吸収を得ることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
従来技術に比べての優位性 

➊ 複合効果で高効率な可視光吸収を付与 

➋ 複合量子ドットの作製が容易 

➌ 安価な有機化合物が利用可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 可視光応答機能性材料 

➋ 多孔質材（吸着材）と光触媒の複合による

揮発性有機化合物(VOC)処理 

➌ 電極材料等への応用 
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図 1. 可視光吸収のプロセス 図 2. TiO
2
量子ドットと有機分子-量子ドット複合体の UV-Vis スペクトル  
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